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KTR交流プラザは産官学の垣根を超えた異業種交流会です。
N-PLUSでは各種材料技術の連携による未知の出会いに期待する場でありたいものです。

日本の避難所は、これまで雑魚寝が一般的であったが、多様な健康被害を多発することが知られている。
床に雑魚寝をするのは世界的に見ても日本だけであり、世界の標準は簡易ベッド。段ボールベッドで災害関連死の予防を。

交通アクセス

企画展示・イベント

避難所の景色を変える！

来場方法

開催概要

N - P LU Sの構成

会期中のコロナ対策について

WEB展示会

登録の流れ

公式WEBサイトの『N-PLUS WEB展示会』へアクセス

最新情報は公式WEBサイトをご確認ください。

国際展示場駅
徒歩7分

ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

東京ビッグサイト 南3ホール https://www.bigsight.jp/
〒135-0063 東京都江東区有明3-11-1　TEL：03-5530-1111（代表）

新木場駅（JR/地下鉄）
大崎駅（JR）

約5分

電車
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出展者一覧 ・ 見どころ

WEB出展 … WEB展示会単独の出展者

東京駅八重洲口（JR/地下鉄）
東京駅丸の内南口（JR/地下鉄）
門前仲町駅（地下鉄）

都営バス

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

東京ビッグサイト
徒歩3分

徒歩2分

新橋駅（JR/地下鉄）
豊洲駅（JR）

ゆりかもめ

展示会会場への来場 WEB展示会の来場 へは

WEB来場登録が必要 です。

来場登録
【WEB展示会に来場いただけます】

『QRコードの発行』後、プリントアウトを会場へ持参
【WEB展示会に来場いただけます】

※同一メールアドレスで複数の来場登録はできません。
スマホからの登録はこちら

●ご来場の際は必ずマスクの着用をお願いします。
●発熱を含む風邪のような症状や、その他体調不良の際にはご来場をお控えください。
●COCOAアプリのインストールと稼働をお願いします。

約13分

約22分

約8分

約40分

約40分

約30分

羽田空港
空港バス（リムジンバス・京急バス）

約25分

横浜駅東口
空港バス（リムジンバス・京急バス）

約55分

日の出桟橋（JR浜松町駅下車、徒歩7分）
水上バス

約30分 東京ビッグサイト

37.5℃
以下の場合の入場はお断りいたします。
■発熱がある時（37.5℃以上の発熱）
■咳・咽頭痛・息苦しさ等の症状が認められる時
■保健所等の健康観察下にある時
■政府が指定する期間に海外渡航歴がある時（当該期間に帰国した方と接触した場合も含む）
■その他、体調が優れない時（味覚・嗅覚異常を感じる時や疲労倦怠感を強く感じる時などを含む）

参照元①：厚生労働省　新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針
参照元②：株式会社東京ビッグサイト　展示会等における新型コロナウイルス感染防止のための対応指針
参照元③：一般社団法人日本展示会協会　展示会業界におけるCOVID-19感染拡大予防ガイドライン

ガイドラインに沿った徹底した感染症対策を実施します。

※今後の状況により事前の告知なしに、対策の追加・変更を行う場合があります。

QRQR

iPhoneの方はこちら Androidの方はこちら

社名 見どころ社名 見どころ

アート1

アイオン

アクシス

旭モールディング

アビリティーゲート

荒川化学工業

アラム

アルファーアビエィション

アルメディオ

アロニクス

阿波製紙

e5ラボ

eVTOL Japan

上野製薬 WEB出展

ウラノ≪5 Aero Stars≫

エアロファシリティー

エーディーワイ

エコートプレシジョン

NTTドコモ

エプソン販売

エム・アイ・シー

MI-6

オーエム産業

大阪ソーダ

大田区産業振興協会

大塚化学

オーテック

オーネックス山口工場

岡野製作所

オカノブラスト

オテック

Carbon

金沢工業大学

カナック

カワサキテクノリサーチ

輝創 WEB出展

共栄ダイカスト

金属技研

クエストコーポレーション

クリモト

黒磯製作所

群馬県産業支援機構

ぐんま航空宇宙産業振興協議会（Hizuru）

KJ特殊紙

KRI

航空機電動化(ECLAIR)コンソーシアム

高陽精工

コバヤシ

魁半導体

産業革新研究所 WEB出展

産業タイムズ社

静岡大学

次世代自動車振興センター

しまね産業振興財団

島根大学次世代たたら協創センターNEXTA

ジュンコーポレイション

準天頂衛星システムサービス

信越化学工業

信州大学

信州ボルタ

伸和精工

SUSANOO

Spectee

セイコーエプソン

星和電機

積水ナノコートテクノロジー

多摩冶金 《5 Aero Stars》

ダンケトウ

筑波ダイカスト工業

ティーシーエム

帝人フロンティア

デロイト トーマツ コンサルティング

電通国際情報サービス

東京アールアンドデー

東京都立産業技術研究センター

東成エレクトロビーム

東成エレクトロビーム 《5 Aero Stars》

東北電子産業

東洋炭素

東陽テクニカ

東レ・カーボンマジック

トードインターナショナル 

巴川製紙所

有志団体 Dream On

トリオエンジニアリング

トリオセラミックス

中島工業

長野県

長野県テクノ財団

名古屋樹脂工業 WEB出展

難燃材料研究会

ニッカン工業

世界初！電気が通る導電性アルマイトを展示

高機能スポンジ・多孔質体を各種展示

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

積層成型ブロック『L-cube』

材料開発サポートとソリューション提案

つなぐを化学するケミカルパートナー

液体冷却用カップリングを展示致します。

現在では実際に飛べる唯一の電動航空機です

高濃度/良分散　カーボンナノファイバー

IH（誘導加熱）で脱炭素化に寄与します

薄様で高温断熱や絶縁放熱で活用出来ます。

新しい海の価値を提案します

現在では実際に飛べる唯一の電動航空機です

低融点LCPとUENO LCPの新製品

高度な切削加工技術や拡散接合技術が強み

ドローン・空飛ぶクルマの離着陸帯を提案

2液の簡易計量混合システムのパイオニア

Dipコート生産装置メーカーの経験と実績

数センチメートル単位で測位可能

工業用インクジェット先進事業取組のご紹介

抗菌・防カビ・抗ウイルス性高付加価値剤

材料開発に革新をもたらすAI技術

めっきの力がミライを変える

「塩素トータルソリューション」のご提案

大田区企業が製作した技術サンプル品を展示

遮熱塗料用添加剤、機能性フィルム

群馬県企業が高度な基盤技術を提案します！

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

大きい物、小さい物、1個から量産まで対応

付加価値の高い表面改質技術をご提供します

機能性めっきと高精度ロールのご紹介

3Dプリンタでモノづくりプロセス最適化

材料開発サポートとソリューション提案

容易にポリイミド成形が行える金型を新開発

材料開発サポートとソリューション提案

軽量化技術、省力化技術を出展しています。

設計から試作、金型、鋳造、加工まで

軽量のラティス構造でも高強度を実現！

長野県航空機システム電動化実現の技術展示

あらゆる材料・工法をQCDDでご提案

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

群馬県企業が高度な基盤技術を提案します！

群馬県企業が高度な基盤技術を提案します！

脱プラスティック、衛生材料、フィルター

CNFとキチンの特性と応用技術紹介

電動化が切り拓く航空の未来

群馬県企業が高度な基盤技術を提案します！

原料から加工品までバイオプラのご提案

表面の改質・機能が永久に！

製造業の問題解決を支援するポータルサイト

国内唯一の電子デバイス業界専門紙

静岡県富士市のCNFに関する取組を紹介

XEV普及拡大へ！関連機器等の紹介

島根県内の優れたモノづくり企業をご紹介！

金属素材のグローバル研究拠点を目指します

群馬県企業が高度な基盤技術を提案します！

みちびきの利活用が拡がっています！

世界最高レベルの高性能希土類磁石　S拡散

長野県航空機システム電動化実現の技術展示

長野県航空機システム電動化実現の技術展示

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

金属素材のグローバル研究拠点を目指します

SNS等から正確な情報をニュースより速く

工業用インクジェット先進事業取組のご紹介

VOC低減/高耐候性　親水コーティング

高吸収＆薄いミリ波吸収シート

航空機部品の実績により確かな熱処理ご提供

世界初放射冷却素材ラディクールをご紹介

大型マグネの御用命は筑波ダイカストへ。

高耐熱CFRP成形・CFRP試験片製作

5Gソリューションのための高機能シート

空飛ぶクルマの可能性をVRで体感ください

モデルベースRAMSで機体開発証明を加速

空と宙を翔る　モビリティ・ソリューション

都産技研における繊維技術をご覧ください

電子ビーム溶接レーザ最新設備加工サンプル

電子ビーム・レーザ・CTの受託を承ります

有機材料の酸化劣化度を高感度に検出測定

当社の等方性黒鉛は、ユニークな材料です。

"はかる"技術で未来を創る

空と宙を翔る　モビリティ・ソリューション

航空機用ケミカル品及び金属材料輸入商社

「抄く・塗る・砕く」で新たな価値を創造

空飛ぶクルマの可能性をVRで体感ください

セラミックスや研削盤のユーザーなら必見！

セラミックスや研削盤のユーザーなら必見！

高い精度と機能性を併せ持つフィルム加工

長野県航空機システム電動化実現の技術展示

長野県航空機システム電動化実現の技術展示

真空・圧空熱・プレス成形で更なる成長へ。

避難者の命を守る避難所防災の在り方

試作・量産承ります。ご相談ください。

（社名50音順、共同出展含む。1月7日現在）

東京国際
クルーズターミナル

東京ビッグサイト

コロナ接触
確認アプリ
（略称：COCOA）

当社がご招待いたします 小間番号

来場のご案内

社名 見どころ

ニッピ機械

日本省力機械

日本チタン協会

日本フッソ工業

日本防炎協会

日本マタイ

ハイタック

八角コンサルティンググループ

ハドラスホールディングス

ハマダ工商

Harris Geospatial

東山フイルム

避難所・避難生活学会

ひびき精機

冨士高圧フレキシブルホース

富士市CNFプラットフォーム

フタムラ化学

Hexagon Manufacturing Intelligence

ホーペック

北東工業 WEB出展

ポスティコーポレーション

ポリテックジャパン WEB出展

マナック

丸紅

ミカド機器販売

ミカドテクノス

三井化学ファイン

三菱製紙

三星ダイヤモンド工業

ミテック

MIRAI-LABO

メカニカル・テック社

山口県航空宇宙クラスター

やまぐち産業振興財団

山﨑抜型

ヤマシナ

山本金属製作所

吉増製作所 《5 Aero Stars》

ライフドア

洛陽プラスチック

ラディクール

レンゴー

Vertical Aerospace

軟質素材をミクロン精度に薄く、さらに薄く

新開発特許【高精度・高剛性】ロボット加工

軽量・高強度で耐食性に優れた金属素材です

表面処理で新素材に+α機能を付与します。

避難者の命を守る避難所防災の在り方

celluloseで創る新技術

業界トップクラスを誇る受託深穴加工

材料開発サポートとソリューション提案

超薄膜の多機能ガラスコーティング剤

高精度でより騒音の少ないギアを提供できる

SARはじめよう！

遮熱塗料用添加剤、機能性フィルム

避難者の命を守る避難所防災の在り方

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

静岡県富士市のCNFに関する取組を紹介

『あした』をつくる　やさしい素材

産業用向け高信頼性熱マネジメント材料

スマート家電用両面テープ代替構造用接着剤

自由設計でCFRPパイプを試作量産します

鍛造の製品を是非参考にしてください。

ゴム専門業界の最新動向・ニュースを配信

非接触測定で「測れない」が「測れる」に！

木粉を用いた難燃性WPC、多用な難燃剤

世界最大の受注を誇るeVTOLメーカー

3D加圧が可能な真空加圧装置をご紹介。

3D加圧が可能な真空加圧装置をご紹介。

材料開発サポートとソリューション提案

耐熱耐火シート、高機能フィルター濾材

材料開発サポートとソリューション提案

セラミックスを埋込んだ対耐摩対策部品治具

太陽光路面発電とリユースEVバッテリー

CNF特集号や自動車特集号も用意。

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

少量多品種、研究開発案件を得意とします！

環境配慮型シートロスを減らす可動式抜型

日本のドローンで実績ある軽量ファスナー

積層造形材やCFRPの内部残留応力測定

航空エンジンでの板金部品製造で実績多数。

エンボス付パネルシートを1枚から対応可能

世界初放射冷却素材ラディクールをご紹介

celluloseで創る新技術

世界最大の受注を誇るeVTOLメーカー

Point

1

Point

2 研究・設計・開発担当を中心にした来場者との満足度の高い商談を創出！
訴求効果の高い素材・機能・技術を冠した12の展示会で構成！

素材から加工技術、構成要素である部品、製品までを網羅した“ものづくりの複合展”へ

高機能化・高付加価値化といった
新たな価値をプラスする

素材から加工技術がテーマの展示会

自動車・電機といった製品へ
新たな価値をプラスする
部品がテーマの展示会

空飛ぶクルマ、測位技術
電動化技術がテーマの展示会

素材 加工技術 部品 製品・サービス

KTR交流プラザ

マスクは
必ず着用の上、
ご来場ください。

WEB来場登録制を
導入します。

サーモグラフィー等に
よる検温を実施します。

消毒液を会場各所に
設置します。
またセミナー会場、
トイレなど共有施設の
清掃・消毒を徹底します。

会場内通路幅の
十分な確保と
換気を配慮します。

救護室を設置します。

●展示会名：N-PLUS　ものづくりとモビリティに新たな価値をプラスする
●主　　催：高機能化推進協議会、フライングカーテクノロジー実行委員会、電動化技術展実行委員会、SATEX実行委員会
●共　　催：アテックス（株）、[フライングカーテクノロジー]航空機電動化（ECLAIR）コンソーシアム
●後　　援：[SATEX]内閣府 宇宙開発戦略推進事務局、経済産業省、国土交通省 国土地理院 （順不同）

位置情報活用・測位技術に関わる
最新・最先端の情報を発信！
●会　場：展示会場内セミナーステージ
●出展者：NTTドコモ、
　　　　 Spectee、
　　　　 Harris Geospatial

SATEX出展者セミナー

※詳細はセミナープログラムをご参照ください。

次世代モビリティの実車・実機を「見て」「触れる」ことのできる
貴重な機会です。海外の最新情報も紹介予定。

実車・実機展示

●共催：次世代自動車振興センター

●企画協力：カワサキテクノリサーチ、金沢工業大学、難燃材料研究会／日本防炎協会／避難所・避難生活学会

2022年2月、12回目の開催を迎えるN-PLUSは、12の展示会で構成される「ものづくりとモビリティに新たな価値をプラスする」複合展と
して再始動します。新型コロナウイルスの大流行という歴史的な大転換期の中にあっても、今後の日本が目指す産業構造と力強い経済成長の基
幹をなすのは、やはり「ものづくり」であり、EVや空飛ぶクルマをはじめとする次世代の「モビリティ」だと言えるでしょう。素材・技術のイノ
ベーションが生み出す「高機能化」「高付加価値化」で、さらなる飛躍を。それを実現する展示会がN-PLUSです。

N-PLUS WEB展示会は12月1日（水）～2月28日（月）の3か月
間開催します。全出展者の情報を自社・自席にいながら入手可能！
出展者とはチャットや問い合わせフォームからの資料請求によ
り、やりとりできます。
会期後には展示会場で開催したセミナーのアーカイ
ブ配信も予定しています。

コンテンツ

1
2
3
4
5

製品記事・製品画像

動画

アンケート

チャット

「資料請求」「お問い合わせ」

お問い合わせ：N-PLUS事務局
〒100-0013  東京都千代田区霞が関1-4-2  大同生命霞が関ビル4F  アテックス（株）内
TEL: 03-3503-7621 FA X: 03-3503-7620    E-mail: office@n-plus.biz  

・・・ 
・・・ 

ヘンケルジャパン
　インダストリアル事業部 WEB出展
ヘンケルジャパン
　エレクトロニクス事業部 WEB出展

航空機電動化(ECLAIR)コンソーシアムは、産学官連携のもと抜本的にCO2排出削減が可能な「エミッショ
ンフリー航空機」の実現などを目指し、JAXA航空技術部門が中核となり設立されました。将来ビジョンの
策定・共有、それに基づいた技術開発の連携協力などを行っています。
フライングカーテクノロジーでは、この将来ビジョンや活動状況、会員企業の展示や、またJAXAの進める電
動ハイブリッドシステムの研究や、空飛ぶクルマや災害時有人機無人機混在時などの多種多様運航システムの
研究などを紹介します。

航空機電動化(ECLAIR)コンソーシアム

（イメージ）

2022年 秋

出展募集中！

9/30 金9/28 水

次回
開催予定



出展者セミナー

通訳

出展者セミナー

出展者セミナー

セミナープログラム 聴講無料会場：展示ホール内セミナー会場

2月2日（水） 2月3日（木） 2月4日（金）
N201 10：30 - 12：00

空飛ぶクルマの開発最前線

中野 冠氏

慶應義塾大学大学院 付属 システムデザイン・マネジメント研究所 顧問
フライングカーテクノロジー実行委員会 委員長

N202 10：30 - 11：30

コロナで加速される医療と材料の変革
～新しいビジネスチャンス～

北口 暢哉氏
（有）カワサキテクノリサーチ コンサルティングスタッフ

短期間でコロナの診断・治療薬、ワクチンが実用化された背景には、シングルユース
バッグ、細胞足場材や、低温輸送材料等、材料メーカの大きな貢献がある。ポストコロ
ナの抗ウィルス素材等による居住空間と医療の変革まで含めて俯瞰的に述べたい。

世界で空飛ぶクルマの開発が進み、わが国でも2020年代半ばでの実現に向け
て制度設計や実証実験への取り組みが加速している。どのようなユースケースから実
現するのか、その課題は何か、現在の概況を解説する。

WEBからの聴講登録を
行ってください

※本セミナーの録音・撮影は一切禁止です。※プログラム・講師は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

セミナー聴講登録

展示会場内セミナー会場入口で
来場者証（QRコード）を提示

※セミナー登録後の変更・キャンセルは、
ご自身で行ってください。

N-PLUS WEB展示会から
聴講希望のセミナーを選択し
聴講登録（複数登録可）

N203 10：30 - 11：30

海洋分解性の可食プラスチックのムーンショット型研究開発

金子 達雄氏
（大）北陸先端科学技術大学院大学 教授

N204 12：30 - 13：30

ハイブリッドドローンの開発

兵頭 淳氏
（株）東京アールアンドデー 企業価値創造部 部長

自動車開発の経験で得たノウハウを活用して、航続距離を延長させるシステム開発を
行っています。設備点検や物流業務に必要となる長距離飛行時のエネルギーマネー
ジメントシステムをまとめ、多くのドローンメーカーさんに使って頂ける技術を紹介さ
せて頂きます。

海洋プラスチックごみ問題の解決に資するために、使用時には十分な耐久性を持つ
一方、海洋環境で初めて光分解のスイッチの入るプラスチック開発の研究を紹介する

N205 12：30 - 13：30

トヨタ・サムスンから学ぶ、付加価値を生む「モノづくり」

高原 忠良氏
技術オフィスTech-T 代表

カーボンニュートラルやニューノーマルへの対応などモノづくりやビジネス環境が劇
的に変化しています。グローバルで変化する環境とその対応には、勤務していたトヨ
タ自動車とサムスンにヒントがありました。企業文化の比較から見えてきたそれぞれ
の強み、一方、実に基礎的な業務を構成する要素の同質性など、経験を元に、高い生
産性に繋がるモノづくりを考察します。

N207 14：00 - 15：00

CNFの用途展開と将来展望

青木 憲治氏
静岡大学 農学部 ふじのくにCNF寄附講座 特任教授

バイオエコノミー社会の実現に向け、セルロースナノファイバー(CNF)は注目度の高
い新素材であり、樹脂との複合化に関する研究が活発に行われているが技術的課題
も多い。本講演では、CNF複合材料の開発動向や展望について紹介する。

N301 10：30 - 11：30

カーボンニュートラルと樹脂材料・技術へのニーズ
取り組みが本格化しているカーボンニュートラルの概要を説明した後、樹脂市場
にフォーカスし、顕在化したニーズとこれから生まれそうなニーズを紹介する。併
せてバイオマス化をはじめとして、どのような樹脂材料・技術の開発が進められて
いるかを紹介する。

N304 12：30 - 13：30

部材が支える次世代ディスプレイ
OLEDからQD,Mini・Micro LEDへの発展
液晶からOLEDへ進化しつつあるディスプレイは、次なるQD（量子ドット）や
Mini/Micro LED技術の開発と実用化に向けた動きが、特に海外で活発に進め
られている。これら新技術を支えている先端部材や製造設備では日本も力を持っ
ており、世界各地で繰り広げられているデバイス開発競争と合わせて最新動向を
お伝えする。

N302 10：30 - 11：30

空飛ぶクルマを用いたJAL AIRTAXI事業
JALは大阪・関西万博2025をマイルストーンとし、環境にやさしく機動性の高い
「空飛ぶクルマ」を利用したエアタクシー事業を目指しています。空港を起点とし
た移動手段や観光利用だけではなく、救急医師搬送や災害時の対応なども想定し
ています。

N209 14:00 - 15:00

N401 10:30 - 11:30

三重県空における「空の移動革命」に向けたチャレンジ

N402 10:30 - 11:30

ユーザー価値最大化のための表面改質技術と触り心地評価
三重県では、新たなテクノロジーである空飛ぶクルマを活用し、観光、交通、防災、生
活等の地域課題を解決し、子どもからお年寄りまですべての世代がいつまでも生き生
きと暮らせる持続可能な社会の創出をめざしています。

N404 12:00 - 13:00

欧州脱炭素技術の潮流とSkeleton社の取り組み

コーディネーター

伏見 勝夫氏
（有）カワサキテクノリサーチ 主席コンサルタント

内海 恒亮氏
日本航空（株） エアモビリティ創造部 アシスタントマネジャー

三宅 恒之氏
三重県 デジタル社会推進局長

商品の魅力は材料物性だけではなく人の感性により決まります。触り心地等の官能
性評価と材料物性の相関づけにより、最適な開発方向性の提示が可能です。また、
滑落性、高屈折率等のユニークな表面処理技術を紹介します。

福井 俊已氏
（株）KRI 取締役執行役員 構造制御材料研究部長

安井 啓人氏
丸紅（株） 次世代社会基盤事業部

空の移動革命に向けた大阪府の取組みについて
大阪府は、2020年11月に「空の移動革命社会実装大阪ラウンドテーブル」を設立
し、実務的な協議や実証実験等を精力的に進めています。本講演では、実証実験の
取組内容や、大阪版ロードマップ策定に向けた検討状況などについて紹介する。

時岡 貢氏
大阪府 商工労働部 成長産業振興室 副理事／産業化戦略センター長

N403 10:30 - 11:30

Withコロナ時代の人流データ活用法
～ニューノーマルにおける最新事例の紹介～
本講演ではスマホアプリから収集する人流データを活用した、コロナ禍における人
出の解析やニューノーマル時代の首都圏での経済復興分析、地方創生の取り組みや
観光施策による最新の活用事例を紹介します。

欧州では脱炭素・循環型社会実現に向けた先進的な政策が検討されている。本講演
では、エストニアのウルトラキャパシタメーカーであるSkeleton Technologies
社の、脱炭素・循環型社会実現に向けた開発内容について紹介する。

N421 12：00 - 12：30

SNSの位置情報と衛星データのAI解析を活用した
災害の見える化と活用事例

村上 建治郎氏
（株）Spectee 代表取締役 CEO

SNSの情報を活用して災害の状況をリアルタイムに可視化、衛星データと組み合わ
せた水害被害の予測シミュレーションなど、500社以上の企業・100以上の自治体
で採用されている防災AI「スペクティ」の実力とは

柴山 和久氏
（株）Agoop 代表取締役社長

N422 13：00 - 13：30

合成開口レーダを活用した事例紹介
現在、防災や構造物のモニタリングなど、多くの分野で活躍が期待されている衛星。
本セミナーでは合成開口レーダ（通称SAR）のデータを活用した事例を中心に、イン
フラ設備のモニタリング事例など、衛星データ活用のトレンドをご紹介いたします。

宮澤 孝平氏
Harris Geospatial（株） セールスマネージャー

N405 12:00 - 13:00

オートモーティブと難燃材料
～電池周辺難燃部材、5G材、飛行機等の取り組み事例～
利便性と環境対応の追求から「５G通信/電気自動車を中心に関連産業の大変革
期」対応する材料、特に難燃性プラスチックはどうなるのか？５G用絶縁材料、EV
用、飛行機材料など難燃材料を中心に動向を解説

大越 雅之氏
（一社）難燃材料研究会 会長

N406 13:30 - 14:30

難燃材料・防炎繊維との組合せによる
製品の高機能化事例
～段ボールベッドの防炎化等による
　安全な避難所環境の構築～
最近、避難所において段ボールベッドの導入が増えていますが、資材が可燃物である
ことから火災に対する高い安全性も望まれます。この為、防炎毛布・シーツと併用する
事で防炎性能が向上し、更に快適性と居住性が改善されることを確認しました。
　紙製品、繊維製品に難燃・防炎化という材料・技術の組合わせにより、それぞれの
特性が発揮され付加価値を生み出した事例として実物の展示とあわせて紹介します。

室田 哲男氏
（公財）日本防炎協会 常務理事

水谷 嘉浩氏
（一社）避難所・避難生活学会 理事

N408 14:00 - 15:30

次世代航空モビリティにおける
リスクマネジメントの標準化に向けた取組み
今後、ドローン・空飛ぶクルマは新たなモビリティとして活用・拡大が予想されていま
すが、今後の活用拡大期に備えて第三者への落下事故や上空からのプライバシー侵害
等のドローン・空飛ぶクルマに特有の様々な事業上のリスクについて対策を講じるた
めにリスクマネジメントについて検討を進める必要性が出ております。本講演では、
海外動向を踏まえた国内におけるリスクマネジメントの手法や考え方の共通化に向け
た具体的取り組みをご紹介します。

山下 聖秀氏
東京海上日動火災保険（株） 営業企画部 マーケティング室 課長代理

桑島 功氏

（株）三菱総合研究所
フロンティア・テクノロジー本部 次世代テクノロジーグループ 主任研究員

空の移動革命に向けた政府の取組【経済産業省】
現在、世界中で「空飛ぶクルマ」の社会実装に向けた取組が本格化しており、日本に
おいても、政府と民間企業が協力して制度整備や市場形成に向けた検討を進めてい
ます。本講演では日本における「空飛ぶクルマ」実現に向けた検討の現状と課題、今
後の取組の方向性等について紹介します。

伊藤 貴紀氏
経済産業省 製造産業局 産業機械課 次世代空モビリティ政策室 室長補佐

空の移動革命に向けた政府の取組【国土交通省】
世界中で様々なプレイヤーが人を乗せて移動できる「空飛ぶクルマ」のプロジェクトを
立ち上げ、社会実装に向けた研究開発や規制の議論が進んでいます。日本において
「空飛ぶクルマ」を実現していくためには、「民」の構想や技術開発の見通しをベース
に、「官」が適切にルール作りなどの支援を進めていくことが重要です。国土交通省
は、経済産業省とともに2018年8月より「空の移動革命に向けた官民協議会」を開
催し、同年12月にロードマップを取りまとめました。本講演では日本における現状と
課題、官民協議会の開催やロードマップ、今後の取組の方向性について紹介します。

甲斐 健太郎氏
国土交通省 航空局 次世代航空モビリティ企画室 課長補佐

N303 10:30 - 12:00

《 10:30 - 11:20 》

《 11:20 - 11:20 》

社会実装フェーズへ拡がる屋内位置測位技術とその活用
新型コロナウイルス感染拡大により、産業の現場でも目指すべき理想への変化が生じています。コロナ禍前の「まずはPoC」というフェーズから、
事業に確実に貢献する技術評価へ移行してきました。本講演では、事業の現場で実装されている屋内測位技術の活用事例の紹介とともに、現時点
で抱えている技術課題と、それらの課題を克服する新しい屋内測位技術をご紹介します。

那須 俊宗氏
マルティスープ（株） 代表取締役

加藤 暢之氏
鹿島建設（株） 土木管理本部 生産性推進部

産業分野での位置情報技術活用事例
【建設業事例】トンネル工事での安全性・生産性向上のためのトンネル内外シームレス位置検知システム

那須 俊宗氏
マルティスープ（株） 代表取締役

進化する位置情報測位システム
屋内測位システムの進化

中山 敬嗣氏
TDK InvenSense ポジショニング＆モニタリングシステムズ ジャパンリージョン統括統合型屋内測位エンジン「VENUE（べニュー）」について

渡邊 一馬氏
ソニーセミコンダクターマニュファクチャリング（株）【製造業事例】（仮）半導体製造工場での位置情報活用による高効率オペレーションの実現

N307 14：00 - 16：00

N-PLUS展示会場から産総研、NIMSのリモートラボ訪問
「接着研究の聖地巡礼、〝つくば〟の探訪」
近年、接着が注目されている。本講演では、昨今の動向を逆手に取ってリモート
機能を活用し、つくばの先端的な接着研究機関、具体的には産業技術総合研究所
と物質・材料研究機構のバーチャルラボ訪問を実施する。

佐藤 千明氏
東京工業大学 科学技術創成研究院 未来産業技術研究所 教授

N311 15:30 - 16:30

有人機無人機混在運航技術の研究開発
近年発生した災害において、有人機と無人機の運用に課題があることが判明して
きている。災害・危機管理対応においても有人機と無人機が混在して運用可能と
なるための技術の研究開発について紹介する。

小林 啓二氏
（国研）宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 次世代航空イノベーションハブ

空飛ぶクルマの運航コンセプト、
集中管理から分散管理へ
次世代エアモビリティは従来の航空機を遥かに上回る運航数が想定されるため、
人に依存する従来の航空管制の延長では管理が困難である。情報通信技術で高
度に自動化された新しい運航管理のアプローチによる高い自由度とスケーラビリ
ティ実現が鍵となる。

久保 大輔氏
（国研）宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 次世代航空イノベーションハブ

有翼VTOL小型無人機の研究開発と飛行試験
JAXAでは小型無人航空機の利用拡大を目指した研究の一つとして、4発ティル
トウイングVTOL無人航空機技術の開発に取り組んでいる。講演では、本機の特
長や自動化に関わる飛行実験評価について紹介する。

村岡 浩治氏
（国研）宇宙航空研究開発機構 次世代航空イノベーションハブ 研究領域主幹

北原 洋明氏
テック・アンド・ビズ（株） 代表取締役

N306 12：30 - 13：30

商用車（トラック、バス）の電動化の技術動向と将来展望
商用車の電動化に当たっては、航続距離の短さ、充電時間の長さ、車両重量の増
加、等が問題となる。その解決手段である大電力の急速充電、電池交換、走行中
給電の各システムについて、各国の開発動向と将来展望を述べる。

森田 賢治氏
（一財）日本自動車研究所 環境研究部 電動技術グループ

N308 14：00 - 15：00

複合材料と次世代モビリティ
循環型社会を構成する地域スマートシティにおいて、3次元空間を走り回る多種
多様の次世代モビリティの材料要求に対し、期待される複合材料の現位置づけを
整理し、その在り方と改善手段の考え方をいくつか紹介し議論したい。

影山 裕史氏
金沢工業大学 大学院工学研究科 高信頼ものづくり専攻 教授

N309 14:00 - 15:00

高精度な地図・測位をベースに街の
リアルタイムな最適化を目指す4Dデジタル基盤®
NTTが推進するIOWNによる低遅延通信・超高速計算のICT時代に向けて、街
のリアルタイムな最適化を行うために必要な、高精度な地図・測位をベースとして
緻密でリアルタイムなデジタルツインを支える「4Dデジタル基盤®」の概要・取
組み・技術について紹介する。

深田 聡氏
日本電信電話（株） 研究企画部門 担当部長

N305 12：30 - 13：30

「空飛ぶクルマ」に関する海外の事例紹介
世界各国で開発が進む「空飛ぶクルマ」。機体の開発に加え、それを活用した新し
いビジネスモデルの構築も進んでいる。当セミナーでは海外の最新事例について
紹介する。

谷本 浩隆氏

デロイト トーマツ コンサルティング（同）
航空宇宙・防衛セクター シニアマネジャー

航空機用途を目指す次世代電池の最前線

三栗谷 仁氏
早稲田大学 ナノ・ライフ創新研究機構 主任研究員/研究員講師

航空機の電動化に必要な電池とはどのようなものか？またその技術的課題は何かを掘
り下げ、世界で開発されている次世代電池の状況とその実現に向けての取り組みを
見ていきます。
航空機用途を目指す次世代電池の最前線の模様と当日は早稲田大学での取り組み
も発表します。

N206 12：30 - 13：30

準天頂衛星システム『みちびき』の概要と最新利活用事例

出口 智恵氏
内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 準天頂衛星システム戦略室 企画官

準天頂衛星システム『みちびき』について、これまでの開発経緯や提供サービスの概
要などを紹介するとともに、みちびきを活用した製品事例や実証事業の概要など最
新のみちびき利活用事例について紹介する。

衛星データプラットフォームTellus等の
衛星データ利用促進施策

伊奈　康二氏
経済産業省 製造産業局 宇宙産業室 室長補佐

最近の宇宙産業の動向及び経済産業省の宇宙産業振興施策についてご紹介します。
特に、政府衛星データプラットフォーム「Tellus（テルース）」の最新状況、Tellus
を活用した衛星データ利用促進施策について重点的に紹介します。

N212 15：30 - 16：30

準天頂衛星による新たな測位

岸本 信弘氏
マゼランシステムズジャパン（株） 代表取締役

近年、高精度位置情報のニーズは、従来の測量用途と合わせ、様々な移動体の自動・
自立運転に欠かせない情報として大きな広がりを見せています。
本講演では、特に準天頂衛星（QZSS、みちびき）からの補強情報（CLAS、
MADOCA）を用いた高精度単独測位（PPP-RTK、PPP）の優位性を直近の幾つ
かの事例やデータを交え、具体的に述べてみたいと思います。

N221 14：00 - 14：30

docomo IoT 高精度GNSS位置情報サービスと
ユースケース

基調

基調

N407 13:30 - 14:30

EMC対策の近況と将来展望
EMC対策の必要性は今に始まった訳ではない。
しかし近年、5Gなど高周波帯域での機器の誤作動を避けることが必要になってい
る。本講演ではEMC対策の基本と注目すべき用途にスポットを当ててみたい。

岩井 通氏
（有）カワサキテクノリサーチ コンサルティングスタッフ

佐藤 圭太氏
（株）NTTドコモ DXソリューション部 NWソリューション担当

docomo IoT 高精度GNSS位置情報サービスを様々な業種／多数のデバイスでご
利用いただいております。本講演ではサービスの提供を通じて生まれたユースケー
ス・活用事例などをご紹介いたします。

N211 15:30 - 16:30

チタンとそのモビリティ分野における現状と将来

木下 和宏氏
（一社）日本チタン協会 部長

金属チタンの一般知識及び金属チタン業界の概要の紹介。
用途分野として、自動車、航空機、船舶などのモビリティ（移動体）分野のチタンの適
用状況の現状と将来の可能性についての紹介。

N210 15：30 - 16：30

内航船舶における電気推進（EV）船の開発と展望

神内 悠里氏
（株）e5ラボ  Chief Digital Officer

日本の物流を支える産業の一つである内航海運。これまで自動車や航空機と同様、
化石燃料を動力源として運航されてきました。今、脱炭素社会に向けてモビリティも
ゼロエミッションが求められる中、船舶はその大きさゆえに多くの課題を抱えており
ます。サステイナブルな内航海運を目指す私たちの取組の一部をご紹介させていた
だきます。

航空機電動化(ECLAIR)コンソーシアムにおける
空飛ぶクルマの研究開発

西沢 啓氏
（国研）宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 次世代航空イノベーションハブ ハブマネージャ

航空機電動化(ECLAIR)コンソーシアムにおける空飛ぶクルマ関連の研究活動につ
いて、連携の事例や概要を紹介する

eVTOLのための低騒音化空力技術の研究

嶋 英志氏
（国研）宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 特任担当役

ドローンとも称される小型の電動垂直離着陸機(eVTOL)は応用範囲を広げ、物流輸
送の試行が始まるとともに、より大型の有人機の構想が数多く立ち上がっている。
eVTOLは狭い場所で離着陸できるので居住地近くでの運用が期待されるが、その
際に課題になるのが安全性の確保と並んで低騒音性である。
そこでeVTOLの主要な騒音源とみられるプロペラ・ローターの騒音を減らす空力技
術に取り組んでいる。その中でプロペラ自体の騒音を減じる低騒音プロペラと水平
飛行時の必要推力を削減することで低騒音化する新しい転換型eVTOLの研究を紹
介する。

サブグループで検討した空飛ぶクルマの
ユースケースまとめと今後の課題

中本 亜紀氏
慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 空飛ぶクルマラボ 特任助教

ECLAIR「小型電動航空機のビジネスモデル並びに地上インフラの検討」サブグ
ループにて、機体技術調査、インフラ技術調査、市場規模見積りをユースケースに基
づいて実施した。成果の概要と、その後の対応状況を紹介する。

N409 15:00 - 16:00

Beyond 5Gに向けた技術開発動向と材料への期待

斉藤 隆幸氏
（有）カワサキテクノリサーチ 主席コンサルタント

5Gの商用化が始まり、Beyond 5Gに向けた技術開発が進められている。本講演で
はテラヘルツ通信や光通信で期待される材料について紹介する。また、高速大容量通
信は社会インフラであり手段である。その点からのニーズについても触れてみたい。

N410 15:00 - 16:00

英国発eVTOL開発の現状と世界市場の展望
世界最大の受注機数を誇る英国発eVTOL製造メーカー Vertical Aerospace
社が、開発・機体認証の現況、及び日本を含む世界市場での受注実績に基づいた
ユースケースやエコシステム組成についてご紹介する。

Mr. Andrew Macmillan
Vertical Aerospace Director of Infrastructure

空の移動革命への挑戦
～日本発 空飛ぶクルマと物流ドローンの開発～

福澤 知浩氏
（株）SkyDrive 代表取締役CEO

世界各国で空飛ぶクルマの開発が進んでいる。20年8月に有人での公開飛行に成功
した当社の空飛ぶクルマは、日本初・発の技術を結集し開発を進めてきた。この技術
を生かし、30kg以上の重量物を運ぶ「物流ドローン」も開発している。空を活用す
る2つのプロダクトの開発状況、新産業創造の課題や取組みについて語る。

パネリスト

空飛ぶクルマ（eVTOL)の最新動向と日本での展望

中井 佑氏
テトラ・アビエーション（株） 代表取締役

日本でも大阪万博に向けて空飛ぶクルマの社会実装に向けた官民協議会や実証実験
が加速している。本講演では弊社での取り組みや開発進捗に加えて、全世界で500
近くのeVTOL開発事業者の中での動向についてお話しします。

パネリスト

リモート

モデレータ


